
実績報告書等の書類作成にあたっての注意事項

1 【実績報告書】
別紙の「見本」を参照してください。

2 【交付請求書】
別紙の「見本」を参照してください。


3 ―１【精算書（その１）】
· 『補助対象経費の支出額(A)』欄には、決算書の補助対象経費（市川市分の経費）の額を入力してください。
· 『寄付金』欄には、決算書に該当する項目がある場合のみ、市川市分の収入の額を入力してください。
· 入力が必要な部分は、水色で色付けしたセルのみです。数式や行の削除・追加等はしないでください。

③ ― ２【実績表（その２）】
· 『国報酬』の欄には、実際に国報酬として支払われた・請求した額（過誤があった場合は最終的に修正した額）を入力してください。
※実際に支払われた・請求した国報酬の額と合致しているか確認してください。
· 国報酬の額は、実績表の備考２に記載した報酬及び加算のみの合計額となりますので、それ以外のものを算入しないでください。
· 月の途中で入退去した場合の『利用月数ｃ』の欄には、日割計算した数（小数第 3 位以下切り捨て）を入力してください。
（例）31 日までの月において、5 日間入居した場合 → 5÷31＝0.161…≒0.16
· 入力が必要な部分は、水色で色付けしたセルのみです。数式や行の削除・追加等はしないでください。

4 【決算書】
· 「決算書（例）」を参照して作成してください。
· 日付は令和８年３月３１日としてください。
· 押印が必要な部分については、法人代表者の印でお願いします。（スタンプ印は不可）
· 市川市以外の市町村の支給決定を受けている者がいる場合は、市川市分の経費の按分方法を明記してください。
また、全体の経費と市川市分の経費の両方が分かる決算書を提出してください（複数枚になっても可）
（例）4 名入居のグループホームで、市川市支給決定者 1 名、〇〇市支給決定者 3 名のため、全体の
経費を 4 分の 1 として市川市分を算出した。
· 全体の経費と市川市分を列記する場合、市川市分の各科目の金額を合計した額が、それらの科目の合計額の欄に記載された額と合わない場合があります。Excel ファイルで 決算書を作成する場合には、端数処理等の自動処理があるため、印刷したもので合計額との整合を確認してください。
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